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皆さま、あけましておめでとうございます。電線

工業会会長の伊藤です。 

2023年の年頭にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

昨年のわが国の状況を振り返りますと、ウィズコ

ロナの時代が日常生活に浸透し、感染の波は第8波に

まで及んだと言われています。一方で社会経済活動

は徐々に回復し、アフターコロナとは言えないもの

の、今年は3年ぶりに当会の賀詞交歓会を開催する運

びとなりました。 

2022年 度 の 日 本 経 済 で す が、第1四 半 期 の 実 質

GDP成長率はプラス成長で始まり、第2四半期まで

辛うじてプラス成長を維持しています。しかしなが

ら前年度からの半導体不足や中国、東南アジアの自

動車産業を始めとするサプライチェーンの混乱など

は沈静化しておりません。下半期は、ウクライナ侵

攻の影響も影を落とし、石油・天然ガスや鉄・銅・

アルミなどの金属類は高値が継続するとともに、イ

ンフレ抑制のため欧米諸国が実施している利上げに

より内外の金利差が拡大し円安傾向が続いており、

これが物価の高騰に拍車をかけています。これらの

要因が経済に水を差しており、先行き不透明感が増

しています。 

さて、電線業界の1年を振り返ってみます。 

まず、2022年度の銅電線需要は、通信部門、電力

部門を除いて、前年度に比べ増加する見通しとなっ

ております。 

通信部門は通信インフラ環境の動きが継続し横ば

いの見込みで、電力部門は、更新、再生可能エネル

ギー関連需要はありますが、電力会社の投資抑制に

より微減を予想しています。電気機械部門は、電

子・通信、電装品関連に牽引され、電動化、高機能

化が進む自動車部門とともに好調を維持、その他内

需部門では、民間設備投資が徐々に回復することを

見込み、輸出部門は、設備投資の回復や脱炭素化に

向けた投資需要が継続し、増加を予想しています。

需要のほぼ半分を占める建設・電販部門は、コロナ

禍の影響が長期化するものの、大型半導体工場の建

設、首都圏関西圏再開発等大型案件も計画され、前

年度を上回ると考えています。 

以上のことから2022年度の銅電線の出荷は、前年

度実績比1.8%増の64万2千トンとなる見込みです。 

国内向け光ファイバ需要については、5Gの普及に

よる通信線路設備向け、データセンター、工場内

ローカル5G関連需要は引き続き堅調に推移するもの

の、前年度比1.1%減の7百47万kmc（キロメートル

コア）としました。 

次に中期需要予測ですが、銅電線需要は、2021年

度からの年平均伸び率プラス1.2％で、2026年度の 

会長 伊 藤 雅 彦 
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銅電線需要を66万9千トンと見込んでおります。電

力部門では、再エネ関連や直流連系線の需要増、自

動車部門は、CASEの領域で技術革新が進むこと、

建設・電販部門は、大阪・関西万博関連をはじめと

する各地方都市の大型プロジェクトのほか、リニア

中央新幹線や整備新幹線延伸など好材料があり、今

後の電線需要拡大に期待しております。 

次に当会の事業活動についてご紹介します。今年

も引き続き4つの重点活動テーマ、｢環境問題への対

応｣、「中堅中小企業の経営基盤強化支援」、「グ

ローバル化への対応」そして「商慣習の改善」に取

り組みます。 

本年度、特に重点的に取り組みたい2点についてお

話しいたします。 

まず、「中堅中小企業の経営基盤強化支援」につ

いては、当会会員の80％以上が中堅・中小企業であ

り、その支援は当会の重要な責務であります。一昨

年来、コロナ禍のため、会員社訪問や各種会合など

会員社の生の声を聞く機会を持つことが減った中

で、中堅企業部会はなんとか2回の開催ができまし

た。本年もコロナ感染への適切な対策を講じつつと

なりますが、「生産性向上・デジタル化・働き方改

革推進」などに関連する諸施策、支援事業の情報入

手と提供を迅速に進めるとともに、中堅企業部会活

動、新人・中堅教育や新人採用に関する各種セミ

ナーの開催など中堅・中小企業会員の経営基盤強化

に向けた支援を続けて参ります。 

次に「電線業界のイメージアップ、ブランドアッ

プ」についてです。ご承知のように、昨今の少子高

齢化に伴う生産年齢人口の減少により、人財、まさ

に“財産”の“財”ですが、人財獲得競争が激化し、特

に製造現場での直接作業員の採用に苦戦されておら

れる会員社の皆さまの声をお聞きします。現状を打

開すべく会員社様の皆さまのお力と、電線アンバサ

ダーの石山蓮華さんのお力もお借りして、具体的な

方策を考えて電線業界のイメージアップ、ブランド

アップを図って行きたいと思います。 

最後に、2023年が電線産業に携わる関係者・ご家

族の皆さまにとって、実りある一年であるように祈

念いたしまして、私の新年の挨拶とさせていただき

ます。 
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令和5年の新春を迎えるにあたり、謹んで新年のご

挨拶を申し上げます。 

会員の皆様方並びに関係各位の皆様におかれまし

ては、本協会の運営に際し、ご支援、ご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年は、ロシアのウクライナ侵攻などによ

り、ロンドン金属取引所（LME）のアルミ相場が年

初にトン2800ドル台であったものが3月には一気に

3900ドル台まで上昇し、為替が1月に１ドル115円

だったものが急速な円安で10月に150円台になり、

これらの影響が国内のアルミ相場に及ぶ厳しい状況

となりました。 

アルミ二次合金の需要を支えてきた我が国の自動

車メーカーの国内生産は、半導体などの部品不足の

制約による影響を受け、当協会の生産統計において

もアルミ二次合金生産量は、昨年8月まで12カ月連

続で前年同月の水準を下回っていましたが、8月に自

動車生産に回復の兆しが見え、二次合金生産は9月に

プラスに転じ、翌10月もプラスを維持しました。し

かし、制約は今も継続しており、需要の盛り上がり

を欠く1年となりました。 

一方で、当業界の経営面では、会員各社は原料高

をはじめ、エネルギー価格や電力代の上昇の影響を

強く受けており、製品販売価格への転嫁が急務と

なっています。 

令和5年につきましては、世界の景気は緩やかな持

ち直しが続いておりますが、金融資本市場の変動や

物価上昇、供給面での制約等によるリスクを抱えて

おります。アルミ二次合金の需要は、自動車生産の

回復の動きに合わせ上向きで推移することを期待し

ていますが、需要が立ち上がるタイミング次第では

スクラップや二次合金の需給が急速に引き締まる可

能性もあります。 

近年、カーボンニュートラルへの取り組みから再

生アルミに対する関心が高まっています。自動車の

EV化の進展では、鋼材からアルミへのシフトも予想

されており、アルミ二次合金のニーズは今まで以上

に高まると考えています。当業界としても、車体部

品や足回り部品等への用途拡大のため、引き続き新

たな材料開発などに取り組んで参ります。 

また、事故のない安全な作業の実施により、安定

した操業を維持することが重要であり、労働力確保

のためにも安全安心で魅力ある職場作りに努めるこ

とが必要と考えます。 

地球環境保全が人類に必須かつ喫緊の課題となっ

ている中で、国内で発生するアルミスクラップを二

酸化炭素排出削減に寄与する重要な基礎素材である

アルミ二次合金として安定供給することにより、資

源循環の一翼を担い、近年注目されているアルミ水

平リサイクルにも貢献する当業界の果たすべき役割

と責任の重大性は揺るぎないものと確信していると

ころです。 

協会と致しましては、引き続き、経済や環境対策

などに関する施策や関連する情報の早期の収集、伝

達に努め、個別企業では対応が困難な諸問題に取り

組んで参る所存です。 

最後になりましたが、関係各位の一層のご支援、

ご協力をお願い申し上げるとともに、皆様のますま

すのご発展とご健勝を祈念いたしまして私の年頭の

挨拶とさせていただきます。 

 

会長 山 本 隆 章  

一般社団法人日本アルミニウム合金協会  

 年 頭 所 感  
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 2022年12月19日付けメディアによると、政府は

クリーンエネルギー革命の恩恵を受け、自国内での高

付加価値化を可能にするため、リチウム原料の輸出を

禁止した。 

Emmerson Mnangagwa大統領はリチウムの国外流

出に不満を表明しており、ジンバブエはリチウム原料

の輸出で数mUS$を損失しているという。 

Winston Chitando鉱山鉱業開発大臣は、ベース鉱物

輸出管理法（Base Minerals Export Control Act）第3

条（1）（a）を通じて、大臣の書面による許可のない

リチウム鉱石・未選鉱のリチウムはいかなるものであ

れ輸出を禁ずるという法令文書を官報に掲載した。 

2022年12月20日付けメディアによると、ジンバブ

エ鉱山連盟（ZMF）は、ジンバブエの鉱石輸出禁止を

支持した。 

同国では鉱業セクターを2023年末までに12bUS$の

産業にするという目標を掲げており、鉱石の輸出は歳

入の損失の面から有害であり、政府に不利益を与えて

いるとしている。 

ZMFは、Henrietta Rushwaya会長を通じて、リチ

ウム原料の輸出は、リチウムのサブセクターにおける

深刻な現地雇用喪失を引き起こし、本来ジンバブエ人

であるべき雇用が他国での雇用となり他国の利益と

なっていると述べた。 

ZMFは、リチウム原料の輸出禁止は現地雇用創出に

つながり、地元の専門家に技術が移転され、それに

よってジンバブエのグリーンエネルギーの未来が創造

されると述べている。  

明けましておめでとうございます。 

昨年は、新型コロナのまん延による市場の縮小・

減退からの回復の兆しがようやく見えて参りまし

た。しかし、ロシアによるウクライナ侵攻などによ

る国際政治経済の不安定化とアメリカでの金利上昇

にともなう急激な円安の進行によって、アルミニウ

ムや薬液などの原材料価格の一層の上昇に加え、電

力・ガスなどのエネルギー価格の高騰は年が明けて

も留まることなく継続しております。 

今年は、いよいよアフターコロナで、世界と日本

の経済活動・社会活動が本格的に回復・再生し続け

ると思われ、サービス業・観光業などでは大いに期

待されています。一方で、昨年来の国際政治経済の

不安、調達難、原材料・エネルギー高、円安などは

大きな重荷として、会員各企業の皆様の経済活動、

ひいては業績に多大な影響を与え続けるものと思わ

れます。 

そうした中で、軽金属製品協会はそのような困難

に立ち向かっている会員の皆様の経営を支援しつ

つ、業界全体の行く末に安定と発展をもたらせるよ

うに今年も最大の努力を重ねて参ります。 

「2030年に向けた持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に貢献することが、会員各企業と業界の将来

の発展を約束する」という思いを、軽金属製品協会

は強く持っています。その思いを会員各企業の皆様

と共有し、現今の事業環境の改善と将来の経営基盤

の構築に向けて、官公庁との連携や関係団体との協

力関係の強化、さらには協会そのものの再編・再構

築にも踏み込んで参りたいと考えております。 

最後に会員企業の皆様および関係各位が、大きな

視野と高い視座を持って、苦しさを乗り越える中

で、ピンチをチャンスに変え、事業の発展と将来へ

の基盤づくりを進められることを祈念して、新年の

あいさつとさせていただきます。 

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 達 成 へ の 貢 献 が 会 員 と 業 界 の 発 展 を 約 束 す る  

会長  入 山  豊  

一般社団法人 軽金属製品協会  

ジンバブエ：ジンバブエのリチウム輸出

禁止令が施行 
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 新年明けましておめでとうございます。旧年中は

我々の組合員であります全国の電線販売業者へのご

支援ご協力に心より感謝申し上げます。本年も何卒

ご指導ご鞭撻いただけますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

さて、電線業界全体を取り巻く環境は、ここ数年

で大きく変化してまいりました。昨年の急激な円安

の影響も含めての銅相場の高値推移継続、一部の電

線太物ケーブルの品不足問題、電力を中心としたエ

ネルギーコスト上昇、運賃値上げや人件費上昇等々

です。我々電線の流通を担う業界でも、メーカー各

社とお客様の間に立って様々な企業努力を日々続け

てまいりましたが、それでも吸収しきれないところ

につきましては、組合員各社の判断で必要な改善を

お願い申し上げているところです。 

5年前に日本電線工業会で作成されました取引適正

化ガイドラインは、業界の本来あるべき姿を示して

おり、長期的には、より良い社会の構築になるもの

と判断しております。そして、このような時期でこ

そ、あらためてその真価が問われてくるものと理解

しております。我々も引き続いてコンプライアンス

遵守を徹底して、このガイドラインを進めて行く所

存でございますので、ご理解の程よろしくお願い申

し上げます。 

さて足元の景気のことになりますが、幸い新型コ

ロナウィルス感染拡大も、第８波の懸念も一部でて

おりますが、ようやく終盤に入ってきたように思わ

れます。ロシア・ウクライナ進攻につきましては、

現時点では終結の兆しはまだ出ておりませんが、す

でに復興需要のことも取り上げられております。和

平を心より願うとともに経済復興支援での日本の出

番も近いのでは思っております。 

経済全般的には人の流れが戻ってきたことでの国

内の消費が上向き、製造業の国内回帰などにより、

設備投資も力強く回復してまいりました。社会のイ

ンフラを支える電線流通業の使命として、これから

更に仕入先様、お客様としっかりと連携して、先の

需要に対応していきたいと思っております。 

具体的には半導体、工作機械、自動車EV関連と新

しい設備投資の流れが進んでいくものと思われま

す。不足していた半導体もようやく自動車の方にも

回ってくることが予想され、繰越需要の押し上げ効

果に期待したいと思います。 

また、東京、大阪、名古屋、福岡、札幌などの主

要都市での再開発も動き出しています。関西では

2025年の大阪・関西万博、そしてそれに続くIRカジ

ノ建設などがこれからより具体化してくるものと思

われます。コロナ収束になればインバウンド需要の

回復も期待できます。アフターコロナの象徴となる

デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン、カ ー ボ ン

ニュートラルは、いずれも電線業界にはポジティブ

なものとなり、さらなる成長が期待できるもの思い

ます。再生エネルギー拡大への送電線網配備も待っ

たなしになるものと思われます。 

さて今年の干支は卯（うさぎ）です。うさぎは月

の使いとも言われ「ツキを呼ぶ」縁起の良い動物だ

そうです。皆様方にとって本年が素晴らしい年にな

ることを心より祈念申し上げまして新年のご挨拶と

させていただきます。 

会長  西 村 元 秀 

全日本電線販売業者連合会  

(関西電線販売業協同組合 理事長)  
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11月推定出荷量 

前年比 マイナス3.8％ 

10月実績 再びマイナス 
日本電線工業会 

一般社団法人日本電線工業会（伊藤雅彦会長）はこ

のほど、国内銅電線の11月推定出荷量と10月実績を発

表した。11月推定は合計55,600トン、前年同月比はマ

イナス3.8%。全7分野のうち同比プラスは、建設・電

販や電気機械の2分野だけとなっている。実績では、8

月から2か月連続プラスだったが、再びマイナスに転

じた。 

 11月推定で同比

プラスの建設・電

販 は27,600ト ン 同

0.8％、電気機械は

11,900ト ン 同

0.1％。同マイナス

は、自動車が7,500

ト ン －8.4％、電 力3,800ト ン －12.4％、そ の 他 内 需

3,400トン－15.8％、輸出800トン－31.1％、通信600

トン－26.1％。内需計は54,800トン－3.3％とみられ

ている。 

また、10月実績は合計53,575トンの同3.1%マイナ

ス。7分 野 の う ち プ ラ ス は 電 気 機 械 の11,518ト ン

0.4％、自 動 車7,175ト ン17.4％。内 需 計 は53,575ト

ン－3.1％だった。10月実績の品種別一覧と出荷推移

は表の通り。 

訃 報 

元執行役員 気仙伊作氏が死去 

三菱マテリアル株式会社はこのほど、元執行役員の

気仙伊作（けせん・いさく）氏が昨年12月20日、ALS

（筋萎縮性側索硬化症）のため死去したことを公表し

た。享年68歳。1976年、三菱鉱業セメント株式会社

入社、2010年6月から12年6月まで、執行役員兼セメ

ント事業カンパニーバイスプレジデント兼セメント事

業カンパニー営業統括部長。 



日刊金属 令和５年(２０２３年) １月5日(木) (7) 昭和４4年11月創刊 

二次地金同合金地金11月 

生産・出荷とも 

前年比3か月連続のプラス 
日本アルミ合金協会 

一般社団法人日本アルミニウム合金協会（山本隆章会

長）はこのほど、2022年11月の二次地金同合金地金等生

産実績を発表した。生産（自家・受託合計）は67,771トン

で 前 年 同 月 比101.9％、出 荷（販 売・そ の 他 合 計）は

67,722トンの同103.0％。生産・出荷の同比はいずれも、9

月に13か月ぶりにプラスとなり、11月は3か月連続プラス

となった。前月比でみると、生産は102.8％、出荷は

101.7％となっている。 

産業部門別出荷（二次地金同合金地金同ピレット等）

の前年同月比は、全8部門（粉除く）のうち鋳物とダイカ

スト、合金地金メーカー向けはプラスだったが、板や押

出などはマイナス。ポイントの幅は、鋳物のプラス11.1か

ら「その他」のマイナス68.5となっている。 



日刊金属 令和５年(２０２３年) １月5日(木) (8) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 12月28日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2390.0
セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2354.7

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8450.0 8451.0 8411.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 142.5 134.5 (カーブ) 金（オンス） 1803.35
先   物 8470.0 8471.0 8430.5 8443.0  アンチモン99.65％（トン) 10600 ― 11200

出来高 前日比 145.0 133.5 95,575 ビスマス99.9％(ポンド) 3.60 ― 3.90

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.71 ― 1.81

現   物 24850.0 24900.0 24890.0 インジウム99.99％(キロ) 210 ― 240

前日比 950.0 894.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 8.50 ― 10.00

先   物 24650.0 24700.0 24890.0 24734.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 9.25 ― 10.90

出来高 前日比 625.0 855.0 4,887 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 46.00 ― 47.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 22.50 ― 25.00

現   物 2302.0 2303.0 2275.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3500 ― 3800

前日比 23.0 ▲ 11.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2266.0 2268.0 2239.0 2218.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 88 ― 93

出来高 前日比 30.0 ▲ 15.0 54,864 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （28日） （29日）

現   物 3055.0 3056.0 3036.5 相   場 - -

前日比 71.0 56.5 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3033.0 3035.0 3014.5 3005.5 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 71.0 55.0 66,051  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.4377 4.4195

現   物 2342.0 2343.0 2344.0 採算円／キロ - -

前日比 1.0 ▲ 1.5 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2376.0 2378.0 2372.0 2381.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 5.0 ▲ 1.0 132,396 銅 81,400 ▲ 75

アルミ合金 　 錫 2,930 75

現   物 2054.0 2064.0 2064.0 鉛 25,000 650

前日比 98.0 98.0 (カーブ)  亜鉛 36,325 ▲ 25

先   物 2090.0 2100.0 2100.0 2150.0 アルミ 461,725 ▲ 4,875

出来高 前日比 100.0 100.0 4 アルミ合金 2,020 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 2,460 ▲ 100

現   物 2290.0 2300.0 2250.0 ニッケル 54,228 ▲ 72

前日比 ▲ 90.0 ▲ 140.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2290.0 2300.0 2250.0 2200.0 (12／23 現在） 銅 54,569 ▲ 9,472

出来高 前日比 ▲ 90.0 ▲ 140.0 0 アルミ 95,539 3,166

ニッケル 亜鉛 18,173 ▲ 4,469

現   物 30500.0 30505.0 30254.0 鉛 41,942 ▲ 13,479

前日比 905.0 831.0 (カーブ) ニッケル 2,459 ▲ 749

先   物 30875.0 30925.0 30450.0 30431.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 1425.0 860.0 22,237 銅 - - -

ＮＹコメックス相場  錫 - - -

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 - - -

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 - - -

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ - - -

12月限 383.20 1807.9 2366.3 1029.8 1763.20 ニッケル - - -

1月限 383.90 1808.8 2366.9 1016.8 1777.60 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

2月限 384.20 1815.8 2375.6 1018.3 1781.30 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

3月限 384.25 - 2384.0 1019.8 1785.00 1月限 66470 18960 23850 16120 230430

4月限 384.60 1831.5 - 1020.2 - 2月限 66520 18940 23805 16155 227740

前 日 比 ▲ 0.15 ▲ 6.9 ▲ 37.7 ▲ 12.9 ▲ 41.30 前 日 比 140 35 125 80 6110

出 来 高 49,647 114,941 32,819 20,367 1,760 出 来 高 28439 43135 19025 5292 10067

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 19.48

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8451 24900 2303 3056 2343 30505 383 66470 18960 23850 16120

135.16 1182 3565 348 453 333 4323 1188 1295 369 465 314

+0.22 22 134 4 10 0 128 1 9 2 5 2

※29日のKLTMは入電がありません。

元・円＝

（12月29日

（2.65）

（10.0）

（▲ 24.1）


